
１.　問題提起

医学英語は、何となく不自然な感じのする英

語であるため、難しいという先入観をもつ人が

多い。このような医学英語に対し、まず最初に

どのようなアプローチをしていけば学生が興味

をもち、医学英語に対する教育効果を高めるこ

とができるのかを模索してきた。

医学用語は歴史が古く、古代ギリシャの医学

の父ヒポクラテス（Hyppocrates：BC４６８�３７７）

が、医学に関する著作を母国語であるギリシャ

語で書き、科学としての医学を発展させたこと

から始まる。その後ローマ帝国（BC２７�１４５３）

の繁栄とともに、古代ローマ人はギリシャ語を

多く取り入れてローマ字化していき、同時に彼

らの言語であったラテン語も医学の言語として

取り入れていった。さらに１６世紀のルネサンス

期以降、英語圏での知識の拡大に対応するため

に、多数のギリシャ語・ラテン語が英語の中に

取り入れられた。

このような発達段階で成り立った医学英語に

は、古典ギリシャ語に由来するものが多く、ギ

リシャ神話にまつわるものが見受けられること

から、具体的にギリシャ神話中のどのような登

場人物と関わりがあるのかを調べた。

２.　関わりのある医学英語

まずステッドマン医学大事典（２００８）から、

なぜこの語源からこの語ができたのか、と疑問

に思った医学英語を取り出した。そしてそこか

らギリシャ神話の登場人物と照らし合わせ、ギ

リシャ神話との関わりがあるかどうかを分析し

たところ、以下の医学英語が見出された。

　

１.　Achilles’ tendon

２.　aphrodisia

３.　arachnoid

４.　edema

５.　eroticism, erotism

６.　geriatrics

７.　gigantism

８.　heliosis

９.　hygiene & panacea 
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１０.　hypnosis

１１.　iris

１２.　lymph 

１３.　morphine 

１４.　narcissism

１５.　nycturia 

１６.　nymphomania & satyriasis 

１７.　Oedipus complex & Electra Complex

１８.　psychiatry 

１９.　thanatos

２０.　uranoschisis

２１.　- ium

　

これらの医学英語を理解する前に、まず基礎

知識として、松村（２００８）をもとに、ギリシャ

神話の概略を説明し、これをもとに語源的な解

説およびギリシャ神話にまつわるエピソードを

加えながら紹介していく。

３.　ギリシャ神話とは

ギリシャ神話は聖書と並んで、西洋文化の根

幹をなすもので、古くから古代ギリシャ人に

よって伝承された口承文学である。紀元前８世

紀、古代ギリシャの二大詩人、ホメロスの『イ

リアス』『オディッセイア』、ヘシオドスの『神

統記』によって、今に伝わるギリシャ神話の原

型が作られた。紀元前１４６年にギリシャがロー

マ帝国の支配下になったことで、古代からロー

マに伝わる物語とギリシャ神話が結びついて、

ローマ神話が誕生した。その後ルネサンス期に

はギリシャ・ローマ神話をテーマとした芸術作

品が数多く生み出された。

ギリシャ神話は大きく分けると次の３つに分

けられる：

　

１.　天地創造

２.　神々の物語

３.　英雄たちの物語

　

ギリシャ神話は、世界の始まりは漠然とした

果てしない暗黒の空間カオス（chaos） １） であっ

たということから始まる。そこに大地の神ガイ

ア（Gaia）、奈落の神タルタロス（Tartaros）、

愛の神エロス（Eros）、暗黒の神エレボス

（Erebos）、夜の女神ニュクス（Nyx）、さらに

光の神アイテル（Aither）、昼の女神ヘメラ

（Hemera）が誕生した。ガイアは単独で天空の

神ウラノス（Uranos）を生んだが、息子である

ウラノスと交わり、男神６神、女神６神から成

るティタン（Titan）神族を誕生させた。さら

に二人の間に三人二組の巨人が誕生したが、そ

の奇怪な姿から父ウラノスに嫌われ、彼らは奈

落に封じ込められてしまった。ガイアはこれに

ひどく憤りを覚え、息子クロノスに命令して、

鎌でウラノスの男根を切断させた。その肉片は

海に落ち、周りに白い泡（ギリシャ語 aphros）

が生じ、その中から愛の女神アフロディテ

（Aphrodite）が誕生した。以後、天界の主権は

ウラノスから息子のクロノスに移る。クロノス

は、姉レアを妻として、男神３神、女神６神を

誕生させた。この６神がオリュンポス（Olym- 

pus）１２神という。

以上がギリシャ神話の天地創造後の神々の概

略である。これらの神々と関わりがある英雄た

ち、例えばヘラクレスやペルセウスなどが登場

し、困難に立ち向かいながら活躍し、ギリシャ

神話に彩りを添える。

４.　医学英語とギリシャ神話

ギリシャ神話にまつわる医学英語の具体的な

物語やエピソードを以下に示す。なお、語源に

関しては、参考文献に示したすべての文献から

著者自らが分析したものである。

４ � １　Achilles’ tendon（アキレス腱）

踵骨腱（ショウコツケン）のことを一般にア

キレス腱（Achilles’ tendon）という。この 

Achilles は、英雄アキレウス（Achilleus）に由

来する。

アキレウスが生まれてまもなく、彼を不死 
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身にするため、母である海の女神テティス

（Tethys）が、アキレウスのかかと（アキレス

腱周辺）をもって冥界のステュクス河に浸し

た。その時、母がかかとをつかんでいたため、

その部分を河に浸すことができず、そこがアキ

レウスの急所となった。やがてアキレウスはト

ロイア戦争で勇将となったが、敵将パリス王子

に唯一の弱点であるかかとを矢で射られて亡く

なった。そこからかかとの部分を Achilles’ 

tendon というようになった。またその故事か

ら、日本語のアキレス腱は「一番の弱点」も意

味するようになった。

４ � ２　aphrodisia（性欲亢進）

Aphrodisia（性欲亢進）の語源となったアフ

ロディテ（Aphrodite）は、愛と美の女神で、

ローマ神話ではビーナス（Venus）に相当する。

Aphrodite という名前は、３
　
 節で述べたよう

に、ギリシャ語 aphros （泡）が語源となってい

る。

精神的な愛がプシュケ（Psyche）（４�１８参

照）で描かれたのに対し、Aphrodite は肉体的

な愛の象徴としてみなされた。このことから、

ギリシャ語 aphrodisios（アフロディテに関連す

ること）を語源とする aphrodisia は「性欲亢進」

を意味し、さらに aphrodisios から派生した 

aphrodisiakos（性欲を引き起こすこと）を語源

とした aphrodisiac は「催淫剤、媚薬」を意味

する。

４ � ３　arachnoid（クモ膜）

Arachnoid は arachn- 「クモ」＋-oid「形」か

ら成り、「クモ膜」を意味する。この arachn - は

ギリシャ神話に登場する若い機織娘アラクネ

（Arachne）に由来する。

アラクネは、小アジアの小さな町に住んでい

た機織りの名手であった。ある時、彼女は知

恵・芸術の女神アテナ（Athena）と機織りの勝

負しても負けないと豪語した。これを聞いたア

テナは機織の勝負をしたが、アラクネの織った

織物が、神を敬わないおごった心を反映したも

のであったことから、立腹したアテナはアラク

ネをクモの姿に変えてしまった。このことか

ら、ギリシャ語ではクモのことを彼女の名を

とって arachne と呼ぶようになり、さらにフラ

ンス語やスペイン語などのクモの語源ともなっ

た。医学では、クモ膜（arachnoid）は脳を保

護する３つの膜のうちの１つで、クモの巣のよ

うな構造になっているため arachne を語源とし

て名付けられた。

４ � ４　edema（浮腫）

「浮腫、水腫」を意味する edema は、acro- 

edema（先端浮腫）、angioedema（血管浮腫）、

lymphedema（リンパ浮腫）などの医学英語を

作る。この edema はギリシャ語 oidein（腫れ

る）から派生した oidema（浮腫）を語源とする。

また oidein は、ギリシャ神話に登場する王オイ

ディプス（Oedipus）の語源でもある。

オイディプスは、テーバイ王ライオスと王妃

イオカステの息子である。ライオス王は神託に

より、子供の手にかかって死ぬことを知った。

恐怖に駆られた王は、子どもが生まれるやいな

や、足にピンを突き刺して、山に捨てさせた。

その子は羊飼いに拾われ、コリントス王ポリュ

ボスのもとで育てられた。コリントス王は、そ

の子を「足が腫れた者」を意味する Oedipus

（oidein：腫れる＋pous：足）と名づけた。この

『オイディプス王』は、現代も演劇で取り上げら

れることが多いギリシャ悲劇の最高傑作である

（４ � １７参照）。

４ � ５　eroticism、erotism（性的興奮）

一般に「性愛」、精神分析学で「生の本能」

と表される eros は、愛の神エロス（Eros） ２） 

に由来する。３
　
 節で述べたように、エロスはカ

オスに次いで誕生した原始の神の一人とされ、

愛の女神アフロディテの従者として容姿端麗な

青年として描かれた。時代を経てエロスは、ア

フロディテの息子として描かれるようになって
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から、その姿は幼児化し、背中に翼を持った愛

らしい表情となった。ローマ神話ではエロスは

ラテン語 Cupido（クピド）と呼ばれ、これが語

源になって英語では Cupid（キューピッド）と

いわれるようになった。

古代ギリシャでは「愛」には４つの形（eros、

phileo、agapao、stergo） ３） があるとされ、eros 

は性愛（sexual love）を意味した。このことか

ら eros を語源とした erot （o） - は「性愛、性欲」

に関わる意味を作り出す。例えば erotic（性愛

の、性欲をかきたてる）、eroticism（エロチシ

ズム、性的興奮）、erotomania（色情狂）など

である。

４ � ６　geriatrics（老年医学）

ギリシャ神話に登場する痩せた無力な老人と

して描かれるゲラス（Geras）は、原始の神の

一人で、老年の神である。老年はギリシャ語で 

geras といい、geras＋iatros（医師）から ger- 

iatrics（老年医学）という語が作られた。ちな

みに「老年医学」を表す別の語に gerontology 

があるが、これはギリシャ語 geron（老人）＋

logos（語）から成る。

４ � ７　gigantism（巨人症）

「巨人症」を意味する gigantism は、gigant- 

「巨人」 ＋-ism「（病的）状態」から成る。この 

gigant- はギリシャ語 gigas が語源となってい

る。Gigas は、天空の神ウラノス（Uranos）の

流した血で、大地の神ガイア（Gaia）が身ご

もって生まれた巨人（Gigas）に由来し、英語 

giant の語源となっている。Gigas は単数形で

「巨人、ギガス」、Gigantes は複数形で「巨人

族、ギガンテス」を表す。巨人族は、上半身は

人間で、下半身は竜あるいは蛇の姿で表され、

巨大な体と力を持つ凶暴な存在として描かれて

いる。

４ � ８　heliosis（日射病）

日射病は一般に sunstroke というが、helio-

「太陽」 ＋-osis「病態」から成る医学英語 heli- 

osis も 同 じ 意 味 を 表 す。こ の helio- は ギ 

リシャ語 helios（太陽）に由来する。古代ギリ

シャ人は、太陽は天空をかける太陽神ヘリオス

（Helios）の馬車であると信じていた。ヘリオス

は テ ィ タ ン 神 族 の 男 神 ヒ ュ ペ リ オ ン

（Hyperion）と女神テイア（Theia）の息子で、

毎朝、炎の馬車に乗り天空を東から西に駆け、

また翌朝に備え一晩かけて西から東に戻るとい

う太陽の運行を司る神である。

４ � ９　hygiene（衛生）& panacea（万能薬）

ギリシャ神話に登場するアスクレピオス

（Asklepios）は、優れた医術で死者をも蘇らせ

ることのできる名医であったことから、神の座

につき、現在も医神として西洋医学の象徴的な

存在になっている。彼の娘の一人であるヒュギ

エイア（Hygieia）は、健康と衛生を司る女神で、

ギリシャ語 hygies（健康な）に由来し、英語 

hygiene（衛生）の語源となっている。またも

う一人の娘であるパナケイア（Panacea）は、

治療の女神で、ギリシャ語 pan（すべてのもの）

＋akes（治癒）から成る panakeia（全てを癒す）

に由来し、英語 panacea（万能薬）の語源となっ

ている。

４ � １０　hypnosis（催眠）

催眠（状態、術）を表す hypnosis は、hypno- 

「睡眠」 ＋-osis「病態、状態」から成る。この 

hypno-  は、ギリシャ語 hypnos（眠り）に由来

する。ギリシャ神話で、眠りで人々の心を静め

る心優しい神ヒュプノス（Hypnos）は、眠り

の神として描かれている。

風の神アイオロスの娘アルキュオネ

（Alcyone）は、テッサリア王ケユクスと仲睦ま

しく暮らしていた。ある時、船旅に出たケユク

スは大嵐で波にのまれ、帰らぬ人となった。し

かし、夫の死を知らず祈り続けるアルキュオネ

をかわいそうに思ったヒュプノスは、息子モル

ペウス（４ � １３参照）に、彼女の夢の中にケユク
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スの姿で立ち、死を伝えるよう命じた。夢の中

で夫の死を知ったアルキュオネは嘆き悲しみ、

海に身を投げた。愛し合う二人の悲劇を哀れに

思った海の神ゼウスは、二人の亡骸を２羽のカ

ワセミ（halcyon）に変えて再会させ、再び仲

良く暮らせるようにした。ちなみに halcyon 

は Alcyone を語源とし、「カワセミ」「冬至の

頃、波風を鎮めるとさせる伝説上の鳥」以外に

「穏やかな、平和な」という形容詞の意味も表

す。また halcyon days は「冬至前後の穏やか

な２週間」を意味する。

４ � １１　iris（虹彩）

虹の神 Iris（イリス）は、最高位の女神ヘラ

（Hera）に仕え、メッセンジャーガールとして

神々に伝令を伝えていた。彼女はその務めを果

たすため、空に虹をかけて道としていた。その

イリスが地上に降りて姿を変えたのが、虹を思

わせるような色鮮やかなアヤメやハナショウブ

などのアイリス（iris：アヤメ属）といわれて

いる。

医学の世界では、色素細胞に富み、虹のよう

にいろいろな色をみせることから、瞳孔の周り

の組織を iris（虹彩）と呼ぶようになった。

４ � １２　lymph（リンパ液）

英語 lymph（リンパ液）は、ラテン語 lympha

（澄んだ湧き水）に由来する。もともと lympha 

は、泉や山に住む妖精ニンフ nymphe に由来し、

この nymphe が、ラテン語に入る際に訛って 

lympha になったといわれている。この lympha 

は「澄んだ湧き水」から「透明な体液」も表す

ようになり、そこから医学の世界で lymph は

「リンパ液」の意味を表すようになった。

４ �１３　morphine（モルヒネ）

１８０４年、ドイツの薬剤師ゼルテュルナー（F.

 W. Sert � rner）が、アヘンアルカロイドから

純粋な結晶を単離することに成功した。これは

強力な睡眠作用を持ち、夢のように痛みを取り

除いてくれることから、彼は夢の神 Morpheus

（モルペウス）の morph に、化学物質の命名に

用いられる接尾辞 -ine をつけてこの物質を 

morphine（モルヒネ）と命名した。語源となっ

た Morpheus は人の形を真似て夢にでるとい

う意味から、ギリシャ語 morphe（形）から作ら

れ た。Morph- は、morphology（形 態 学）、

morphogenesis（形態発生）、metamorphosis

（変性、変態）など「形態」に関わる語を作り

だす。

４ � １４　narcissism（ナルシシズム） 

ギリシャ語 narke（麻痺）を語源として narco- 

lepsy（ナルコレプシー）、narcosis（ナルコー

シス）などの医学英語が作られている。一方、

感覚を麻痺させるような強い香りやその球根が

神経を麻痺させる物質を含有することから、

narke はスイセン（narcissus）の語源にもなっ

ている。

ギリシャ神話に登場する美しい青年ナルキッ

ソス（Narkissos）は、湖面に映った自分に恋

をした。彼は寝食を忘れて自分自身に愛を語り

続けて、やつれ果て死を迎え、スイセンに姿を

変えた。このことからスイセンはナルキッソス

の化身といわれる。

この物語をもとに、精神分析医フロイト（S. 

Freud）は narcissism（ナルシシズム、自己愛）

という症例を確立した。そして自己愛が強く、

自己陶酔型の人を narcissist（ナルシシスト、

自己陶酔者）と呼ぶようになった。

４ � １５ 　nycturia（夜間頻尿）

医学英語 nycturia（夜間頻尿）は nyct-「夜」

＋-uria「尿 の状態」から成る。この nyct- 

はギリシャ語 nyx（夜）に由来する。また、夜

の女神ニュクス（Nyx）は、夜を神格化した原

始の神の一人である。このニュクスは、兄弟で

暗黒の神エレボス（Erebos）と交わり、光の神

アイテル（Aither）と昼の女神ヘメラ（Hemera）

を生み、これによって世界に昼と夜、暗黒と光
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という正反対の時間と空間ができたといわれ

る。また彼女は単独でも、人間の存在のありよ

うに関わる多数の神々を誕生させた。例えば、

老年の神ゲラス（Geras：４ � ６参照）、眠りの

神ヒュプノス（Hypnos：４ � １０参照）、死の神

タナトス（Thanatos：４ � １９参照）などもニュ

クスの子供である。

４ � １６　nymphomania（女 子 色 情 症）& 

satyriasis（男子色情症）

妖精ニンフ（nymph）は、ギリシャ語 nymphe

（花嫁、若い娘）に由来する。１９５５年に出版され

た小説『ロリータ』の中で、作者ナボコフ（V.

 V. Nabokov）は、あどけない１２歳の主人公ロ

リータを性的魅力のある美少女として描き、彼

女のような少女をニンフェット（nymphet）と

表現した。

Nymphe を語源とした nympho- は、医学英

語では、女性の性（欲）に関わる語を作り出す。

例えば nympha（小陰唇）をはじめとして 

nymphomania（女子色情症）、nympholepsy

（恍惚）などである。

一方、nymphomania に対する医学英語とし

て satyriasis（男子色情症）がある。この語の

語源となっているのは、ギリシャ語 satyros（サ

テュロス）である。サテュロスは酒の神バッカ

ス（Bacchus）の従者で、酒と女の好きな半人

半獣の森の精である。

４�１７　Oedipus complex（エディプスコン

プレックス）& Electra Complex（エレク

トラコンプレックス）

男児が母親に対して強い独占欲をもった愛情

を抱き、父親に対して強い対抗意識を燃やす状

態をエディプスコンプレックス（Oedipus 

complex）という。それに対し、女児が父親 

に対して強い愛情をもち、母親に強い対抗意 

識を燃やす状態をエレクトラコンプレックス

（Electra Complex）という。両者は精神分析に

おける５歳前後の子供の自我発達の概念であ

り、前者はフロイト（S. Freud）、後者はユング

（C. G. Jung）によって名づけられた。

エディプス（Oedipus）は、ギリシャ神話に

登場するオイディプス王に由来する（４�４参

照）。彼は実の父を父と知らずに殺害し、実の

母を母と知らずに関係をもったという物語か

ら、Oedipus complex の語源となった。一方、

Electra もギリシャ神話に登場するミケナイ王

アガメムノーンの娘エレクトラ（Electra）に由

来する。アガメムノーンはトロイア戦争から凱

旋した夜、母と愛人によって殺害された。父親

を非常に愛していたエレクトラは、母に激しい

憎悪の念を抱き、復讐を計画し、弟と共に父の

敵をうったという物語である。

４ � １８　psychiatry（精神医学）

Psychiatry（精神医学）や psychology（心

理学）の語源となっている psych （o）- はギリ

シャ語 psykhe（心、魂）に由来する。この psykhe 

はラテン語に入って psyche（プシケ）となり、

さらに英語に入って psyche（サイキ）となっ

た。この psykhe については王女プシュケ

（Psyche）の物語がある。

プシュケは、美の女神アフロディテが嫉妬す

るくらいの絶世の美女であった。ある日アフロ

ディテは、愛の神エロスに命じて、プシュケを

不幸な恋に落としいれようとした。ところが、

プシュケの美しさはエロスまでも魅了してし

まった。 何も知らないプシュケはエロスの用

意した宮殿に導かれ、そこで夜しか姿を現さな

い正体不明の夫（エロス）と結ばれ、幸せな生

活を送った。しかし、プシュケは顔を見ないと

いう約束を破り、ランプの明りでそっと夫の顔

を覗き、愛の神エロスであることを知ってし

まった。エロスは自分を疑ったプシュケの心を

悲しみ、去ってしまった。 

エロスを探し続けるプシュケにアフロディテ

は、再会するための条件として、到底成し遂げ

ることができない４つの試練を与えた。しかし

どんな困難にも耐え、一途に成し遂げたプシュ
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ケは、神々のもとでエロスと正式に結婚するこ

とができ、神の仲間となった。神となったプ

シュケは、愛を支えるのは相手を信じる「心

（psyche）」であることを、恋人たちに伝える役

目を担うようになったといわれている。

４ � １９　thanatos（タナトス）

精神医学において、老衰と死に向けられるす

べての本能的傾向を意味する死の原理のこと

を thanatos（タナトス、死の本能）という。こ

の thanatos はギリシャ語 thanatos（死）を語源

とし、thanatophobia（死恐怖症）、thanato- 

logy（死生学）、euthanasia（安楽死）など

「死」に関わる医学英語を作る。また、ギリシャ

神話で黒い翼を持ち、黒衣をはおり、剣を携え

た姿で描かれるタナトス（Thanatos）は、死を

擬人化した神である。タナトスは、兄弟である

眠りの神ヒュプノス（４ � １０参照）と共に冥界に

住んでいた。ギリシャ神話では、戦場で破れて

横たわる戦士のもとに、この二人がどこからと

もなく現れ、ヒュプノスが苦痛を眠りで和ら

げ、タナトスが死の世界に運ぶという役割を果

たしている。

４ � ２０　uranoschisis（口蓋裂）

天王星（Uranus）は１７８１年、イギリスの天文

学者ハーシェル（F. W. Hershel）によって発見

され、天空の神ウラノス（Uranus）にちなんで、

Uranus と名づけられた。Uranus の語源は、

ギリシャ語 ouranos（天空）である。これに指

小辞４） をつけた形 ouraniskos で「天井」を表し、

さらに意味が派生して roof of the mouth を表

すようになった。ここから uraniscus は医学の

領域で「口蓋」を表し、ouranos を語源とした 

urano - は、uranoschisis（口蓋裂）など「口蓋」

に関する医学英語を作るようになった。

４ � ２２　-ium（金属元素を作る接尾辞）

ギリシャ神話中の神々や人物に -ium をつけ

て元素名にしている例も見られる。

①　helium（ヘリウム）

１８６８年、イギリスのフランクランド（E. 

Frankland）とロッキャー（N. Lockyer）が、

太陽光のスペクトル中の黄色の輝線から、それ

まで知られていなかった未知の元素があること

に気づいた。この元素が太陽の観測から発見さ

れたことから、太陽神 Helios（ヘリオス）（４

�８参照）に、当時この新元素が金属であると

考えられていたことから、-ium をつけ helium 

と命名された。

　

②　iridium（イリジウム） 

１８０４年、イギリスの化学者テナント（S. 

Tennant）が、塩酸中で溶解すると虹のように

色が変わるプラチナに似た白金属元素を見つけ

た。彼は、その新元素を虹の女神 Iris（イリス）

にちなんで iridium と命名した（４�１１参照）。

　

③　palladium（パラジウム）

１８０３年、イギリスの科学者ウオラストン（W.

 H. Wollaston）が、白金鉱石を王水に溶かし、

できた溶液にシアン化水銀を加えたところ、黄

色の物質が沈殿した。これを取り出し加熱した

ところ、未知の元素があることに気がついた。

彼は、当時発見されて話題となっていた小惑 

星パラス（Pallas）にちなんで palladium と 

命名した。この Pallas は知恵の女神アテナ

（Athena）（４�３参照）の別名でもある。一

方、黄色の物質を取り除いた溶液は、バラのよ

うな色を呈し、この色の原因が未知の元素で

あったことから、ギリシャ語の rhodon（バラ）

から rhodium（ロジウム）と名づけられた。

　

④　promethium（プロメチウム）

１９４７年、アメリカの化学者３名が、原子炉 

からウラン鉱に含まれる核分裂生成物を取 

り出し、そこから新元素を分離するのに成 

功した。この新元素を人間に火をもたらした

神 Prometheus（プロメテウス）にちなんで 

promethium と命名した。
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⑤　selenium（セレン）

１７８９年ウラン（uranium） を発見したドイ

ツの化学者クラプロート（M. H. Klaproth）（⑧ 

uranium 参照）は、１７９８年にも新元素を単体と

して取り出した。彼は人類にとって最も重要な

惑星である地球（ラテン語 tellus）にちなんで、

この新元素を tellur（テルル）と名づけた（英

語では tellur＋-ium で tellurium という）。

このテルルより後に発見されたのがセレン

（selenium）である。１８１７年、スウェーデンの化

学者ベルセリウス（J. J. Berzelius）は、テル

ルとよく似た性質をもち、周期表上一つ上に位

置することから、月の女神セレネ（Selene）に

ちなんで selenium（セレン）と名づけた。

　

⑥　tantalum（タンタル）と niobium（ニオ

ブ）

１８０２年、スウェーデンの化学者エーケベリ

（A. G. Ekeberg）は新元素を発見した。その分

析は困難で、エーケベリは大変じらされた。こ

のことからオリュンポスの神々の主神ゼウスの

息子、タンタロス（Tantalus）にちなみ、タン

タル（tantalum）と命名した（-um は -ium の

異形）。タンタロスはゼウスの怒りに触れ、水

を飲もうとすれば水が退き、果物を取ろうとす

ると果物が退くという、じらされる罰を科され

た神である。ちなみに「（人を）じらす」こと

を英語で tantalize という。

一方、１８４４年ドイツの鉱物学者ローゼ（H. 

Rose）が、コルンブ石とタンタル石を分析した

ところ、タンタルと化学的な性質が似た未知の

元素を発見した。彼はタンタルの語源となった

タンタロスから、その娘ニオベ（Niobe）の名

をとって新元素を niobium と命名した。

　

⑦　titanium（チタン）

１７９５年、クラプロートが鉱石の成分分析によ

り、特異な性質をもつ未知の元素を発見した。

彼は、ティタン神族（３節参照）の一人（Titan）

にちなんで、新元素をチタン（titanium）と名

づけた。この命名は、オリュンポスの神々との

戦いに敗れたティタン神族が、地底に封じ込め

られたという話から、鉱石中に封じ込められて

いた元素という意味で titanium にしたといわ

れている。

　

⑧　uranium（ウラン）

１７８９年クラプロートが、ピッチブレンドとい

う黒色の鉱物を王水で溶解し，さらにカセイカ

リで中和したときに生じる黄色い沈殿物の中

に，未知の金属が含まれていること発見した。

彼は、当時話題になっていた Uranus（天王星）

にちなんで、その新元素を Uranium（ウラン）

と命名した。

５.　まとめ

医学英語は、医療関係の職業に従事しようと

する学生にとって必須のものであるが、一方で

は難しいという先入観をもたれがちな英語であ

る。

今回、ギリシャ神話にまつわる医学英語を取

り上げることになった動機として、医学英語が

古代ギリシャから始まったこと、さらに語源的

にみて、人間的な要素が多く含まれ、西欧文化

に大きな影響を与えたギリシャ神話にまつわる

語もいくつか見受けられたからだ。

医学英語は、古典ギリシャ語から始まり、ラ

テン語、さらに近代になって英語、フランス語

といった語源的変遷を経ている。また、ギリ

シャ医学の流れを受け継いだアラビア医学も関

わることから、アラビア語由来の語も見受けら

れる。今回はギリシャ神話に限ったが、ギリ

シャ哲学、ローマ神話、アラビア医学、さらに、

１８世紀に起こった産業革命以降、英語圏で医学

を含む自然科学が急速に発展したことから、英

語圏でのエピソードも多く含まれると考えられ

る。

６.　今後の展望

　外国語教育の分野では、学習事項の背景にあ
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る物語やエピソードが外国語習得を助けるとい

われている。これは第二言語習得に応用されて

いるスキーマ理論のことをいい、本来、心理学

領域から始まったものである。さまざまな先行

研究を経て、言語学領域で、Carrel がスキーマ

理論を読解授業へ応用して、スキーマを活性化

させるための活動を提唱し、現在、読解指導に

おいて広く利用されている。

今回取り上げた医学英語は、広く一般の英語

学習者が習得するものではなく、かなり限られ

た分野の英語である。さらに古典ギリシャ語・

ラテン語由来のものが多数を占めているため、

機械的に暗記するにはかなりの努力が必要とな

る。しかし、医学英語は長い歴史をもつため、

多くの物語やエピソードを背景に含み、これら

がスキーマとなって同様に効果を上げる可能性

がある。今後はその効果の有無、また効果度を

検証してゆく必要があろう。

注

１）chaos は英語では「混沌」を意味するが，本来

は「巨大な暗黒の空間，底知れない割れ目」とい

う意味を表し，そこからギリシャ神話の「天地創

造以前の混沌を象徴した神」を表すようになった．

２）エロスについては，ガイアやタルタロスと共に

誕生したという説以外に，アフロディテの子，

ニュクスの子など諸説がある．

３）「愛」の４つの形

　　eros：性愛

　　phileo：愛情

　　agapao：敬意，満足

　　stergo：両親や子供への愛，忠誠心

４）指小辞とは主に名詞や形容詞につき，「小さい」

「少し」という意味を表す接尾辞のことをいう．
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